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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 

 

  記入日 2019 年 9 月 27 日 

派 遣 プ ロ グ ラ ム ■HUSA  □USAC  □UMAP 

留 学 先 大 学 ハンブルク 大学 （国名：ドイツ ） 

所 属 学 部 ・ 学 科 等 名 日本語学科 

在 籍 身 分 交換留学生 

留 学 期 間    2018 年 9 月 1 日  ～  2 0 1 9   年 8  月  1 9  日 

 

 

１．留学するまで 

留 学 へ の 志 望 動 機 ・ 

派遣先大学を希望した理由 

大学在学中に１年間の留学をしたいと入学した当初から考えていたから。また2015 年の

夏にも同大学のサマースクールに参加しており、その時にハンブルクが気に入った為。 

留学準備を始めた時期 

（応募する何か月前です

か？） 

2017年夏頃に大学院試験が不合格になってしましい、その後に留学をしようと決めたの

で大体２ヶ月前。 

事前準備について 

（どのような準備をした

か，しておけばよかったか） 

留学中にやってみたいことを具体的でなくても良いけど、思い描いておく。例えば、ドイ

ツ語の本を沢山読む、あの国とあの国に行く、ヨーロッパを鉄道旅したいなど。 

また、ドイツ語の動画等を見たりして、なるべくドイツ語に体を慣らしておく。 

 

 

2．渡航について 

ビ ザ に つ い て 

 

ビザの種類：    学生ビザ 

ビザ申請先：   ハンブルク・ウェルカムセンター 

提出書類：パスポート、証明写真、住民登録証明書、受け入れ証明書 

手続きに要した日数：約二週間 

そ の 他 必 要 な 

事 前 手 続 き 

 

出 国 年 月 日   2018  年 8 月 31 日 

経 路 （ 往 路 ） 関西空港→仁川国際空港→ハンブルク空港 

現 地 で の 出 迎 え  □有（大学関係者 ・ その他）    ■無 

到着後オリエンテーショ

ンの有無・期間・内容 

 ■有（期間：10 月の最初の週 内容：ハンブルクでの学生生活の「いろは」 ） 

 □無 

帰 国 年 月 日   2019  年 8 月 20 日 

経 路 （ 復 路 ） ハンブルク空港→ドバイ空港→関西空港 
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3．留学費用について 

支

出

額 

総額 2,027,000 円 

内訳 

渡航費（往復） 160,000 円 

ビザ申請手数料 7,000 円 

予防接種費用  円 

保険料 200,000 円 

教材費（授業料以外の学費）  円 

宿舎費（住居費） 500,000 円 

光熱費  円 

食費 500,000 円 

通信費（インターネット・携帯） 10,000 円 

交通費（宿舎－大学間）  円 

交際費 150,000 円 

その他（  娯楽  費）

（      費） 

（      費） 

500,000 円 

円 

円 

 

4．授業・修学について 

授業の概要について

（カリキュラム，プロ

グラム，履修した科目，

時間数，履修形態等） 

・ドイツ語 ライティング B１(DaF) 

・独和翻訳(日本語学科) 

・ディスカッション(日本語学科) 

単位互換希望の有無 □有    ■無 

授業・勉強についての

アドバイス 

（留学前の履修，留学

中，単位取得等） 

・基本はオンラインで履修登録をするのですが、その登録期間が短い、かつドイツ語の語学

の授業は熾烈な争いになります。ただ、もし人数が満員に達しても直接教員に話をしたり、

授業初日に教室に行けば意外と受け入れてくれます。 

日本と異なる授業形態

などにおける困難や挑

戦（ティーチングスタ

イル・先生と学生の関

係性など） 

・DaF の授業では同じクラスにいる様々な国の人とテーマについて話し合う時間が設けら

れています。 

・日本語学科での授業は基本サポーターとして参加するので、日本語を勉強しているドイツ

人の会話の相手になったり、漢字の間違いを直してあげたりします。 

 

5．生活等について 

（１）留学先の住居について 

住居の種類 ■大学の寮  □アパート  □その他（     ） 

住居の広さ 約      30 ㎡  同居人の有無 ■有（ 3 人） □無 

住居に附属する設備 ■電気  □ガス  ■水道  □給湯  ■シャワー  □風呂 

■水洗便所  ■暖房  □冷房  ■台所  □食堂  □固定電話 

■インターネット  □その他（                     ） 

住居費 １ヶ月当たり       349ユーロ(現地通貨) 約    40,000 円 

留学先での住居全般に

関するアドバイス 

食器や洗剤、トイレットペーパーは共有なので同居人とコミュニケーションをとっておくと、

生活のストレスが減る。 
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（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの 

・「地図帳」を持って行くと旅の計画や友達との会話で意外と盛り上がります。 

・「けん玉」があると暇つぶしにもなるし、みんなと遊ぶ時にヒーローになれます。 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス 

コミュニティを大事にしてください。他の日本人留学生、日本語を勉強しているドイツ人の学生、ドイツで働いている日

本人の方々。出会いが留学生活を本当に豊かにしてくれます。 

6．帰国後の進路について 

卒業予定年月    2020  年 3 月  （当初の卒業予定年月   2018  年  3 月） 

卒業が遅れる見込みの

場合，その理由 

■４年次に留学したため  □単位不足のため □新卒で卒業するため 

□その他（具体的に                          ） 

現在の状況および今後

の予定・進路等 

就職活動を進めつつ、残りの単位を取得するために大学にも少し通う。出来れば今年度中の

就職を目指しているが、果たせなかった場合は来年度既卒生として就職をする予定。 

就職活動や留学前の単

位取得，教育実習等に

ついての工夫 

 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等 

書籍，サイト名 詳細（出版社，URL 等） コメント 

   

   

   

8．後輩へのメッセージ 

僕はこの留学のことを人に聞かれていつも、「自分の頭で思いつける限り、時間とお金が許す限り、思いっきりやり

切った！」と言っています。本当にそう思っています。もし留学をするかしないかで迷っているのなら、是非「思い

切って」留学をしてみてください。もしドイツビールを飲んでソーセージを食べることが許されるのなら、僕が皆さ

んの責任を取ります。 
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注１） 報告書およびその内容は，留学希望者への情報提供のため，HUSA ホームページおよび広島大学ホームページへの掲載，事

務室での閲覧や大学の留学情報案内の作成のために利用させていただきます（氏名及び学生番号については，非公開としま

す）。ただし，公開にあたり不適切と判断された内容については，国際交流グループにて削除等させていただきますので予

めご了承ください。 

 

9．自由記述（1,200 字程度） 

 

長いようで短いようで、やっぱり長かった留学生活が終わりました。「留学どうだった？」と周りの人は僕に尋ねま

す。そしたら僕は池上彰みたいに「良い質問ですねぇ」と言った後に、中ジョッキに入ったビールをグビグビと飲ん

で（大体居酒屋が友達との再会の場になりがち）、こう答えます。 

「自分の頭で思いつける限りのことを時間とお金が許す限りに思いっきりやり切れた！って言える留学だったよ」 

 

それでは、そのような留学とはどんなものであったのか？少しばかりですが僕のとても個人的でちょびっと自由な留

学生活をご紹介したいと思います。 

 

もちろん留学ということなので、ドイツ語の授業に参加したり、授業の合間にドイツ人と勉強し合ったり、小説など

を読んだりしてドイツ語の表現を磨く日々を送っていました。それ以外にこの留学期間で僕が個人的に頑張っていた

活動は、「日本語サポーター」と「けん玉教室」です。 

 

ハンブルク大学では日本語学科の授業にサポーターとして参加することができます。例えば会話の授業ではドイツ人

が生きた日本語に触れられるように彼らの会話の相手をしたり、漢字の書き順や読み方などを教えてあげたりします。

僕はそのサポーターの授業にほぼ全て参加しました。そのお陰で多くの学生に顔を覚えてもらい、授業中やそれ以外

の時でも仲良く話をするようになりました。この貴重な経験は僕に「日本語を学ぶ」ということを学ばせ、「日本語


